
 

 

 

2 学期が始まって 1 か月が経ちました。学校生活のリズムは戻ってきましたか？合唱コンクールに向けて、練習

も本格的になってきました。本番を元気に迎えられるよう、日頃から生活リズムを整え、体調管理を意識して過ご

しましょう。また、10/2より沖縄県内全域にインフルエンザ警報が発令されています。一人ひとりが感染予防を意

識して過ごし、発熱や体調不良がある場合は無理をせず、自宅でゆっくり休養しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今月の保健目標＞ 
目に優しい生活をしよう。 

R８・１０月 

宜野湾市立真志喜中学校 

１０月１０日は、“目の愛護デー”です。“目の愛護デー”とは、数字の「１０」を横に倒すと

眉毛と目のように見えることから、目のことを知り、大切にしようという日のことです。 

みなさんは、目が疲れやすい生活をしていませんか？今月は、目の健康について特集

しています。大切な目の健康を守るためにも、日頃の生活を見直してみましょう。 

 

真志喜中の視力がピンチ⁈

ストップ！視力ダウン

１学期に行った健康診断では、検診項目の中でも視力検査

の有所見率が高く、目の健康が本校の課題の一つとなってい

ます。 

１学期に行った視力検査の結果、真志喜中学校ではなんと

全体の 59％の生徒が視力 1.0 未満でした・・・。全国的

にも視力が低い子どもが増加しており、令和７年度の学校保

健統計調査によると、“裸眼視力が 1.0 未満”の割合は

小学生36％、中学生59％、高校生72％となり、いず

れも過去最高となっています。 

最近は、スマートフォンやゲーム、タブレットの使用が日常的

になり、近い距離で長時間画面を見る生活が続いている人が

増えています。こうした生活習慣は、目に大きな負担をかけ、

視力低下の原因にもなります。目は、“一生使う大事な相棒”な

ので、今の内から目に優しい生活を心がけていきましょう。 

一つでも当てはまったら視

力が落ちているサインかもしれ

ません。気付いたら眼科を受診

して、眼鏡やコンタクトレンズを

使うことも考えましょう。 

 スマホ老眼は、スマホやタブレットの長時間

使用で目の筋肉が緊張状態となり、凝り固ま

って、一時的にピント調節が上手くできなく

なることを言います。 

0.3 未満 

17% 



 

 

大切な目を守る 

正しいコンタクトレンズの使い方

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本校には、視力矯正やおしゃれのためにコンタクト

レンズを使用する生徒もいますが、「使用期限を守

らない」「寝る時に外さない」「洗浄が不十分」など

の使い方によって、目の病気やトラブルを起こして

いる人も・・・。コンタクトレンズを正しく使用できる

よう、使い方やルールを見直してみましょう！ 

その使い方大丈夫？💦 


